
 

 

 

益  田  市 

令和 4 年 1 0 月 2 8 日 

報  道  発  表  資  料 

 

 

 

 

 史跡スクモ塚古墳の発掘調査結果に係る記者発表について  
 
 

   益田市では平成 28 年度から史跡スクモ塚古墳の発掘調査を実施してきました

が、このたび 7 年間にわたる発掘調査の結果をまとめました。つきましては、下

記のとおり記者発表を行いますので、取材いただきますようご案内します。 

 

記 

 

  １．日 時  令和 4年 10月 28日（金）10：00～11：00 

  ２．場 所  益田市役所本館 3階 第二会議室 

  ３．出席者  益田市教育委員会 教育長、事務局職員 

岩本崇（島根大学 法文学部 准教授）発掘調査指導者 

廣瀬覚（国立文化財機構 奈良文化財研究所 都城発掘調査部 

飛鳥・藤原地区 考古第一研究室長）発掘調査指導者 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって、出席者は変更 

となる場合があります。 

  ４．内 容  発掘調査結果の説明、指導者コメント、質疑応答 

  ５．配布資料 別紙のとおり 

６．その他  取材を予定される場合は、事前にご連絡をお願いします。 

         配布資料に掲載した写真は提供可能ですので、必要な場合は上記

へお問い合わせください。 

担当課 文化財課 

担当者 松本・林 

電話番号 0856-31-0623 

ＦＡＸ番号 0856-24-1380 

E-mail bunka@city.masuda.lg.jp 
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史跡スクモ塚古墳発掘調査 報道発表資料 

 

令和 4 年 10 月 28 日 

益田市教育委員会文化財課 

 

１．調査の概要 

遺 跡 名：スクモ塚古墳（国史跡） 

所 在 地：島根県益田市久城町 

調査目的：墳形、築造年代、築造方法・工程、古墳の範囲の確認 

調査機関：益田市教育委員会 

調査期間：平成 28 年度～令和 4 年度 

調査面積：約 356 ㎡ 

２．遺跡の概要と課題の整理 

   スクモ塚古墳は益田平野東側の

丘陵上に立地する（図 1・写真 1）。

江戸時代からその存在を知られた

古墳で、昭和初期には前方後円墳

として認識されていたが、昭和 16

年には葺石及び円筒埴輪を備えた

全長約 60 ｍの造り出し付円墳と

して国の史跡に指定され、隣接す

る高まりは自然地形として捉えら

れた。築造時期は、墳形や出土し

た円筒埴輪から 5世紀代と考えら

れてきた。 

平成 19・20 年度には島根県教

育委員会が墳丘の測量調査を実施し、全長約 100 ｍの前方後円墳である可能性も指摘された

が、墳形に関しては造り出し付円墳説、前方後円墳説が併存し、長らく未確定のままであった。 

 ＜前方後円墳説の主な根拠＞ 

・前方部平坦面ライン及び墳裾ラインは、くびれ部から前方部前面にむけてスムーズかつ対

称的に開き、前方部が後円部下段と一体化した様相を呈する 

＜造り出し付円墳説の主な根拠＞ 

・方墳と円墳の間が一段低くなり、主軸に直交する溝が掘り込まれている 

・葺石が「後円部」上段に限定されている 

図 1 スクモ塚古墳の位置 
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３．調査結果 

⑴調査結果の概要（図 2） 

調査年度 
調査区 

（TR） 

調査 

面積 
調査所見 

昭和 61年度 

1 2.2㎡ 古墳に関わる遺構・遺物なし 

2 2.2㎡ 古墳に関わる遺構・遺物なし 

平成 28年度 

3 5.5㎡ 古墳に関わる遺構・遺物なし 

4 3.9㎡ 古墳に関わる遺構・遺物なし 

5 13.0㎡ 古墳と一体的な整地面 

平成 29年度 

6 8.5㎡ 古墳と一体的な整地面 

7 32.0㎡ 地山削り出し、盛土／埴輪列（テラス）…写真 7 

平成 30年度 

8 12.0㎡ 古墳に関わる遺構・遺物なし 

9 10.0㎡ 地山削り出し、盛土 

10 12.0㎡ 古墳に関わる遺構・遺物なし 

令和元年度 

11 24.0㎡ 盛土（地山上に盛土）／溝状遺構…写真 3 

12 26.0㎡ 
盛土（地山上に盛土）／溝状遺構／埴輪列（方形壇南辺）／埋葬施設の落ち込み 

…写真 4・8 

13 26.0㎡ 地山削り出し、盛土／埴輪列（方形壇北辺） 

Ａ～Ｃ － 地中レーダ探査、磁気探査（後円部、前方部において反射物体を確認）…写真 2 

令和 2年度 

14 24.0㎡ 地山削り出し、盛土／上段斜面の葺石／埴輪列（テラス） 

15 30.0㎡ 地山削り出し、盛土／上段斜面の葺石／埴輪列（テラス）…写真 5 

16 10.0㎡ 盛土 

17 32.0㎡ 地山削り出し、盛土／溝状遺構／墳丘裾…写真 6 

18 1.5㎡ 古墳に関わる遺構・遺物なし 

19 2.0㎡ 古墳に関わる遺構・遺物なし 

令和 3年度 

20 18.0㎡ 地山削り出し、盛土 

21 19.5㎡ 地山削り出し、盛土／墳丘裾 

22 22.0㎡ 地山削り出し、盛土／西側くびれ部 

令和 4年度 

23 5.0㎡ 埴輪列（方形壇東辺）／墳丘盛土 

24 4.0㎡ 埴輪列（方形壇西辺） 

25 15.0㎡ 古墳に関わる遺構・遺物なし 
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⑵調査結果の総括 

墳  形：前方後円墳 

前方後円形に地山を削り出した上に、一体的に盛土で造成を行っており、前方後 

円墳として築造されたことを確認した。また、前方部西側面の形状から、前方部 

先端に向かってやや開く前方後円墳に復元できる。 

 規  模：（図 3・図 4） 

・復元墳丘長約 96 ｍ（県内最大・山陰最大級） 

・後円部径約 56 ｍ、後円部高約 8.5 ｍ、前方部長約 40 ｍ、前方部幅約 18～35 ｍ 

築造年代：4世紀後葉（古墳時代前期末～中期初頭） 

検出遺構：埴輪列、葺石、溝状遺構など 

出土遺物：円筒埴輪、朝顔形埴輪（写真9） 

構 造：（図3・図4・図5） 

・後円部2段、前方部1段ないし2段 

     ・前方部上に方形壇（ａ）を備える 

・前方部南寄りに一段低い平坦面（ｂ） 

・前方部平坦面に2条の溝（ｃ） 

・葺石は後円部上段（ｄ）のみに設置 

・埴輪は後円部の墳頂及びテラス（ｅ）、方形壇頂に設置 

・後円部に加えて前方部にも埋葬施設が存在する可能性がある 

・周濠は存在しない 

築造工程：（図5） 

図 2 調査区配置図 図 3 各部説明 
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図 4 墳丘復元案 
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図 5 スクモ塚古墳の築造工程案 
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４．調査結果からみたスクモ塚古墳の意義 

 ⑴スクモ塚古墳は、埴輪・葺石を備えた県内最大（山陰最大級）の前方後円墳であり、大規模

な古墳の築造には多数の人を動員する必要があることから、古墳時代前期末から中期初頭の

益田には、山陰地方でも有数の豪族が存在していたことがわかる（図 6・図 7）。 

 ⑵スクモ塚古墳から出土した埴輪は、大元 1 号墳（益田市遠田町／前方後円墳／国史跡）の埴

輪と底部高や胎土・色調に高い共通性があり（写真 10）、近い時期に同一の製作集団により製

作されたことがわかる。また、大元 1号墳（全長約 85 ｍ）はスクモ塚古墳にならぶ規模の前

方後円墳であることから、両古墳の被葬者はほぼ同じ時代に活躍した有力者であったと考え

られる。 

 ⑶スクモ塚古墳には、近畿地方の古墳に導入されていた墳丘の築造方法、葺石の葺き方、埴輪の

製作技法がみられ、ヤマト政権（近畿中央部を拠点に全国規模の政治体制を築いた勢力）との

深いつながりがうかがえる。 

⑷古墳時代の益田は、三角縁神獣鏡が出土した四塚山古墳群に始まり、大元古墳とスクモ塚古墳、

石見で唯一、外堤をもつ小丸山古墳、単龍環頭大刀等が出土した古墳や 4基の前方後円墳を含

む鵜ノ鼻古墳群まで（図 8）、古墳時代の全期間を通してヤマト政権とつながりをもつ豪族が

存在し、ヤマト政権が政治的戦略上、当地域に高い関心を持っていたことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 古墳時代前期末～中期前葉における大型古墳の分布（大久保 2014を改変） 
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５．今後について 

  これまでの調査結果から、スクモ塚古墳は 4世紀後葉に築造された復元墳丘長約 96 ｍの前

方後円墳と判断できる。 

スクモ塚古墳の基礎情報を収集する調査は今年度で終了するが、今後も古墳の適切な保存、

活用にむけた取り組みを継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 益田市内の主な古墳の編年表 図 7 墳形四種の格式と序列 

（仁木 2014・原図:都出比呂志） 
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支えた出雲』島根県立古代出雲歴史博物館 
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写真 1 スクモ塚古墳全景（北西から） 

後円部墳頂（Ａ） 

地表から 90～100㎝下 
前方部墳頂（Ｃ） 

地表から 80～100㎝下 

写真 2 地中レーダ探査結果 
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写真 4 TR12調査区全景（南から） 

写真 3 TR11調査区全景（北から） 
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写真 6 TR17墳裾検出状況（西から） 

写真 5 TR15葺石・埴輪列検出状況（北西から） 
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写真 7 TR7埴輪列検出状況（北東から） 

写真 8 TR12土層の堆積状況 

旧表土 

基底盛土 

盛土 
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写真 9 スクモ塚古墳から出土した埴輪とイメージ図 

写真 10 スクモ塚古墳出土の埴輪と大元古墳出土の埴輪 

大元古墳出土埴輪 スクモ塚古墳出土埴輪 


